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現代社会における食生活の変化、特に動物性脂肪摂取量の増加は、メタボリックシンドロー
ムをはじめとする、脂質異常症の一要因になっていると思われる。そこで本研究では、植物
性脂肪である大豆油を対照として、カカオ豆の脂肪分であるが、飽和脂肪酸を多く含み常温
では固体であるカカオバターと、豚の脂肪組織から精製される食用油脂ラードを用いて高脂
肪食を作製し、ラットにおける高脂肪食の摂取が、脂質代謝に及ぼす影響を検討した。３週
齢SD系雄性ラットを精製飼料であるAIN-93Mで予備飼育後、１群６匹になるようCon-
trol群、Cacao群、Lard群の３群に分け28日間試験飼育を行った。Cacao群とLard群は
20％の高脂肪食になるよう、カカオバターとラードをそれぞれの精製飼料に添加した。試験
期間中26－28日目に採糞を行った。解剖後、肝臓重量、腹部大動脈血中総コレステロールお
よびトリグリセリドを測定した。またFolchらの方法に従い肝臓と糞から総脂質を抽出し、
肝総コレステロールおよびトリグリセリドを測定した。飼育期間全般で体重に有意差は認め
られなかった。しかしながら、Lard群ではControl群と比較して肝臓中の総脂質含量、総コ
レステロールおよびトリグリセリドが有意に増加した。同じ高脂肪食のCacao群では、これ
らの増加は認められなかった。糞中総脂質含量は、Cacao群が他の２群に比べ最も多かった。
以上の結果より、カカオバターは高脂肪食ラットの、肝臓中総脂質含量や、総コレステロー
ルおよびトリグリセリドの増加を、抑制する可能性が示された。Cacao群では糞中総脂質含
量が増加することから、カカオバターは吸収されにくい脂質であることが示唆される。
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１．はじめに
カカオバターは、カカオ豆の果実中の種子の脂肪分
であり、飽和脂肪酸のステアリン酸を多く含有してい
る웋웗。このステアリン酸は、融点が高いため、消化管内
でエマルジョンになりにくく、膵リパーゼが十分に作
用できないと考えられている워웗。同じ飽和脂肪酸であ
るパルミチン酸の場合、トリグリセリド態にすると、
消化率は80％以上であるが、ステアリン酸では10％前
後の消化率であり非常に低い웋웗。カカオバターのトリ
グリセリド構造では、84％のオレイン酸が２位に存在
し、ステアリン酸は２％程度しか存在しない。この構
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造がカカオバターの消化・吸収率の低下に、大きく関
係があることが分かっている웋웗。ラットを用いた先行
研究によると、食餌脂肪レベルを変えて、コーン油と
カカオバターの消化率を比較したところ、５％の場合
は、コーン油で92％が消化され、カカオバターでは、
58％程度であった。20％レベルでは、コーン油は96％
が吸収されたにもかかわらず、カカオバターの場合は、
71％程度であり、ステアリン酸を多く含む脂肪では、
吸収されにくいことが明らかにされている웍웗。
また、コーン油とカカオバターでコレステロール吸
収率を比較した研究では、カカオバターでのコレステ
ロール吸収率はかなり低く、カカオバターを用いた食
事は、LDL酸化感受性を低下させ、HDLコレステロー
ル濃度を上昇させることを報告している웎웗。以上のこ
とから、カカオバターにはメタボリックシンドローム
をはじめとする、脂質異常症等の生活習慣病予防効果
が期待される。
そこで本研究では、高脂肪食投与ラットにおいて、
カカオバターの摂取が脂質代謝へ及ぼす影響を検討す
ることを目的とした。
２．実験方法
⑴ 飼育条件
実験動物には３週齢SpragueDawley系雄性ラッ
ト（日本エスエルシー株式会社より購入）を18匹用い
た。７日間の予備飼育後、AIN-93M웏웗を与える標準食
（Control）群、標準食のコーンスターチの一部をカカ
オバターまたは、ラードに置き換え、20％の高脂肪食
としたCacao群、Lard群の計３群とした。これらの飼
料組成をTable1に示した。ラットは、室温23±１℃、
湿度55±10％、12時間ごとの明暗サイクル（明期
8：00a.m.－8：00p.m.）の環境下でステンレス製の
ケージを用いて、28日間個別で飼育を行った。ラット
の世話は、午前9－10時の間に毎日行い、飼料摂取量
と体重を測定した。飼料は３群とも自由摂取とした。
飼育期間中、26－28日にかけて採糞を行い、糞重量を
測定後凍結乾燥させ、分析まで－20℃で保存した。飼
育期間終了後、ラットにソムノペンチルを腹腔内投与
し、麻酔下で腹部大動脈より採血し、肝臓と脂肪組織
を採取し重量を測定した。血液は、1,500×g で10分間
遠心分離した後、血清を得た。血清および肝臓は分析
時まで－20℃で保存した。
動物実験は、藤女子大学動物実験委員会の承認を得
て行った。
⑵ 血清、肝臓および糞中脂質の測定
肝臓と糞中の脂質はFolchet al.원웗の方法に準じて、
クロロホルム：メタノール（2：1）で抽出した。肝臓
と糞中の総脂質は、得られた脂質抽出液の一部を用い
て、重量法で測定した。血清および肝臓の総コレステ
ロールは、コレステロールＥ-テストワコ （ー和光純薬
工業株式会社製）を用い、トリアシルグリセロールの
測定には、トリグリセリドＥ-テストワコ （ー和光純薬
工業株式会社製）を用いた。
⑶ 統計処理
データは、平均値±標準誤差（mean±SEM）で示し
た。結果の解析には、一元配置分散分析を行い、有意
差が認められた場合について、Duncanmultiplerange
testを用いた多重比較検定を行った。統計処理パッ
ケージは、IBM SPSSStatistics21（アイ・ビー・エ
ム株式会社）を用い、有意水準は、両側検定で５％と
した。
３．結果
⑴ 飼料摂取量と体重
試験飼育終了後の３群間で、体重には有意な差は認
められなかった（Table2）。飼料摂取量では、Control
群に比べ、高脂肪食であるCacao群とLard群では減
少し、有意な差がみられた。エネルギー量に換算する
と、３群間では差はみられなかった。
肝臓重量と脂肪組織重量でも、３群間での差はみら
れなかったが、副睾丸脂肪組織重量では、Lard群がほ
かの２群より増加する傾向がみられた（p＝0.058）。
血清総コレステロールおよびトリアシルグリセロー
ル濃度は、３群間で有意な差はみられなかった。
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Table1 Dietcomposition
Ingredient
(g/kg)
Control
AIN-93M Cacao Lard
cornstarch 465.7 355.7 355.7
gelatinizedcornstarch 155 155 155
sucrose 100 100 100
celulosepowder 50 － －
casein 140 140 140
soybeanoil 40 40 40
cacaobutter － 160 －
porklard － － 160
AIN-93M mineralmixture 35 35 35
AIN-93vitaminmixture 10 10 10
L-cystine 1.8 1.8 1.8
choline 2.5 2.5 2.5
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⑵ 肝臓および糞中脂質
肝臓総脂質、総コレステロールおよびトリアシルグ
リセロール値は、Control群に比べ、Lard群で有意に
増加した（Table3）。しかし、同じ高脂肪食群である
Cacao群では、その増加はみられず、Control群と同程
度の量であった。
糞中の総脂質量は、Cacao群が最も高値であり、次
いでLard群、最も低いのがControl群であった。
４．考察
本実験では、高脂肪食投与ラットにおいて、カカオ
バターの摂取が脂質代謝へ及ぼす影響を検討すること
を目的とした。最終体重やエネルギー摂取量、脂肪組
織重量、血清脂質において、Control群やLard群との
間に有意な差は認められなかったが（Table2）、肝臓
中の総脂質、総コレステロールおよびトリアシルグリ
セロール値は、Lard群がControl群に比べ有意に増加
した。しかし、Cacao群はその増加がみられず、Con-
trol群と同程度の脂質量であった（Table3）。糞中脂
質は、他の２群に比べCacao群がもっとも多かったこ
とから、カカオバターは高脂肪食投与下においても、
吸収されにくいと思われる。吸収率が低く、体内に蓄
積される量も少なかったため、高脂肪食Lard群でみ
られた肝臓中の総脂質、総コレステロールおよびトリ
アシルグリセロール値の増加が、Cacao群では抑制さ
れたと考えられる。
ステアリン酸を多く含む脂肪は、吸収されにくいこ
とが報告されており웍웗、本研究の結果も、同様の傾向が
示された。また、Cathyet al.はカカオバターの摂取
は、胆汁酸の排泄を増加させ、その結果コレステロー
ルが低下することを報告している웑웗。今回の実験では、
糞中の脂肪酸や胆汁酸の測定は行っていないが、今後
測定を行い、カカオバターの吸収率や、肝総コレステ
ロールおよびトリアシルグリセロール値増加を抑制す
るメカニズムを、検討することが望ましい。
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